














































や、国際動向研究（森田 ,  1998 ; 土屋・スミス・




















































米国 47 の州 8000 の学校、世界 12 か国で実践。
プログラム実施校はいじめが平均 20 ～ 70％減
少することが報告（Oweus & Limber,  2007）さ
れている。原本から分析。
　２）セカンドステップ、Step to respect 
　　　　　　　　　　　　　　　 program（STR）
　国際いじめ防止協会があげているベストプラ
クティスプログラム。NPO 法人 Committee for 
Children( 以下 CFC) が開発。セカンドステップは




に約 23,000 人の子供にリーチ。STR はいじめ防
止に特化したプログラムで、米国にてランダム
化比較試験が行われ、いじめ防止の効果が確認







　世界の 53 種類のプログラムの 40 以上のいじ
め防止に関する評価研究を統合分析（メタアナリ













キーエレメントを述べている。      
　７）CASEL（Collaborative for Academic, Social,
　and Emotional Learning ）のいじめ防止のスト
　ラテジー
　世界の SEL プログラムの EBP 性について評価
研究しているイリノイ大学の研究機関（NPO 法



















教育プログラムの総称（小泉令三 , 2008) であ














































報告 ( 文部科学省 , 2006) されている。また、い
じめ対策としてだけではなく生活問題の予防支
援として、アメリカ・イリノイ州では SSWer が
SEL プログラムを実施（山野・徳永 , 2009：馬
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